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偏弘敬川ケ勧-?)材威芳鰯拾l鯛方! (3)
-月刊誌『自然と人間』を通じた党革マルとの関係?-②

薗*　「暮れの合意はどうしたのか。良い労働者党員というが、鉄道連合に

攻撃をかけてきている組織のメンバーに違いはない。それと共同経営をす

るなど組織として議論も意思統臆したこともない。現在でも鉄道連合は労

働者党に組織攻撃をかけられているではないか。彼らの言っている内容に
ついての提言は納得できる点もある。それは具体的に判断していけばいい。くり返

すが、彼らと共同経営するのは反対だ。どうしてもというのなら、組織の意思統-

をはかるのが前提だ」

鈴木の発言が終わらないうちに軽部委員長がロをはさんだ。 「鈴木さん。言って

おきますが、これは組織で決めたのですよ。組織が…意味は分かるでしょう」出席

者は顔を見合わせて沈黙した。敵対している労働者党のメンバーと共同経営するな
どという重大な方針を、決められるのは大元以外にはいない。まして、暮れに大元

がまとめた内容と異なる案を出せるのは、大元本人以外の誰もできないと知ってい

たからである。

労働研究所の今後の方針をめぐる会議は、その後何回か開かれた。 「労働者党メ
ンバーと共同経営のあとは共同戦線か。俺は絶対に認められない」鈴木がそう主張

すればするほど場はしらけた。すでに代表とは名ばかりになっていた。 「いつまで

そんなことを言っているのか。代表だけが足を引っ張っている。これでは少しも前

にすすまないではないか」　川下書記長の意見に出席者全員が深くうなずいた。鈴

木の意見は無視され、大元の指示のもとに、労働研究所の新たな構想はどしどし進

められていった。 (p, 14-15)

東労組の組合員が配っている本であり、解説書まで出回っているわけであるが、告訴好きの

団体のことを考え個人名は極力避けると、おそらくこの文脈の読み方は次のとおりであろう。

【鈴木(F氏)が『良い労働者党員(※党革マル派メンバー)といっても、鉄道連合(※J R

総連)に攻撃をかけてきている組織のメンバーに違いはない。彼らの提言は納得できる点もあ

るが、組織の意思統-を図るのが前提だ』と言うと、鉄道連合○委員長が『鈴木さん、これは

組織で決めたのですよ。組織が〇 〇　〇意味はわかるでしょう』敵対している労働者党のメンバー

(※党革マル派メンバー)と共同経営するなどという重大な方針を決められるのは大元(※M

氏)以外にはいない】

このころ、 J R総連OBの坂入さんが革マル派によって拉致されたという事件も発生

しており、 JR総連と革マル派が対立していたことは事実である。

民主化の声。声"声, (続く)
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“テロリストに乗っ取られたJR東日本の真実持

『週刊現代- J R東日本軍マル浸透開題告発-』 連載第17回

√JR阜マル酬リストJ一挙公儲!

『週刊現代』が、 J R東日本の草マル浸透問題を連載記事で告発した。本紙は驚くべきこの事

実をシリーズで紹介する。　( J R連合民主化闘争情報号外より一部抜粋)

<週刊現代2006年11月13日発売号>
-これが極左セクトに支配されている決定的証拠だ! -

「トラジヤは、旧国鉄分割民営化直前の8 6年、松崎を中心とした旧『動労』革マル派

が、組合活動家を抜擢し、革マル派“本体“に送り込み、 『職業革命家』としての訓練を

受けさせたグループ。 J R茸マル派組織のトップで、マングローブの指導などに当たる組

織です。 -方のマングローブは、分割民営化後のJ R各社の労働組合における革マル派の

組織防衛と拡大を目的に、 J R革マル派内部で作られた組織なのです。目黒さつき会館

(J R総連本部)の四階に常駐しているメンバーを頂点に、組合員に革マル派思想を浸透

させると同時に、組合員からのカンパを革マル派本体に上納しているのです。ただトラジヤ

もマングローブも『組織防衛』の観点から、組織実態はもちろんのこと、その存在さえ、
一般組合員に秘匿されているのが実態なのです。

…ただ、今なお、このピラミッドの頂点に君臨している人物が、松崎明だということだ

けは、間違いありません。そしてこのリストや、現在のJ R東労組。 J R総連本部の役員

名簿から言えることは、 JR東労組やJ R総連が、 J Rの社員でもない、学生革マル派出

身の組合プロパー職員や、首なし専従に喰いモノにされているということなのです」

(元J R東労組中央執行委員。本間雄治氏)

「テロリストに乗っ取られたJ R東日本の真実一『J R革マル派43人リスト』一挙公開-」と題するこの

記事は、 J R東労組が革マル派に支配されている決定的証拠を明らかにしている。

週刊誌は匿名で報道しているが、 10月10日の「東労組を良くする会」の情報公開請求訴訟記者会見で一部リ

ストは明らかになっている。それによると、石川本部委員長・千葉本部書語長・柳原本部副委員長・角岸最

高顧問・奈良さつき企画社長・竹内顧問・高橋佳夫さつき企画勤務・林和美プロパー書記・大久保恵美プロ

パー書記・石井俊郎“プロパー書記"　千葉地本書記長・高橋由美子プロパー書記・小田JR総連委員長・四

茂野``　プロパー書記" J R総連副委員長・船戸元東海労副委員長“目黒さっき会館四F常駐’1らがマングロー

ブメンバー(革マル派)だという。

これでも「東労組に革マル派はいない」と言うのか!
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テロリストに乗っ取られたJ R東日本の真実職

「マングローブ」ダイジェスト版匿画

あの「週刊現代」連載記事が【マングローブ】という本になった。

本紙は筆者(西岡研介氏)の了解を得て、 『謎に包まれた非合法集団

とJR東日本の抜き差しならぬ関係』をダイジェスト版として紹介す

ることとした。

′音 　警察庁が認めた二つの秘密組織 

1996年8月10日早朝、警視庁公安部は極秘裏に、東京都足立区にあった10階建てマンショ 

ン8階のl室を家宅捜索した。この事マル派の非公然アジトは、革マル派党中央指導部直轄 

のアジトで、同派にとって極めて重要な拠点だった。ここは後に「綾瀬アジト」と呼ばれ 

る。そしてこの綾瀬アジトの摘発によって初めて、JRに巣食う二つの革マル派の秘密組 

織が存在することが明らかになったのだ。 

その一つを「トラジャ」、もう一つを「マングローブ」という。トラジャとは、インド 

ネシア・スラウェシ島の少数民族の名前だ。そしてマングローブは熱帯地域の河口の潮間 

帯に群生する植物の総称である。それらの名前を冠した、この二つの組織はいったい、何 

を目的にして作られたものなのか。 

榔絡　塵動粍分勃民営鯛牢の統I牢ごろ、国燐の組合の中でろ過薮坑筋多をする 

ことで知らあた動労の組合貴類火を、麒強豪として育てるべぐ、首マガイ宿の中共に送 

ク選んだ,そしで1年後には、これらのメンバーを伊手ラジャ誰と解ぶことにしたのです二 

トラジャの任務は、JRはもちろんのこと、教育界や自治体、マスコミなど各界に浸透し 

た、草マル派活動家を指導することです」(公安当局関係者) 

繊アジ手の掲発によって、軍やル荻の車にr_I康委宕会lという繊灘すること 

も/労らかに在った　そして、このJ府委貴会は窮屠する屈枇第人のメンバ丁が√マンク竜一 

ブ/というユーだネームで呼ばれていたのだ 
「マングローブは、松崎がJR各社の組合員に革マル派思想を浸透させることを目的に 

作った組織です。メンバーの大部分が、トラジャと同じく、動労出身の組合員です。警視 

庁公安部は、鰭瀞アジトから赦した六二畳の磨薯づ豪事を誘離麗し存続案、約150人いるとき 

あるマンクセーブのうち親Oの人を徳富したのです妙手全貴が_′月鱒の勝者で、うち6 

戴紗沸輝の鱈職能膚会費で占められていました彼らは今でも、東労組をはじめ、 JR総連傘下単組の内部に作った革マル派組織の防衛と、さらなる拡大を目指し、活動を 

続けているのです」(公安当局関係者) 

まるで多足類生物のごとく、熱帯地域の河口の泥地に根を張りめぐらせる「マングロー 

ブ」。そのマングローブの根のように、配下の草マル派組合活動家を、JRの隅々まで浸 

透させてやる------。松崎が、JR内の草マル派秘密組織につけたコードネームからば 

そんな彼の目論見が透けて見えるようだ。 
【マングローブ(講談社)P.32-P.34】 　　　　　　　二ノ 
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「マングローブ」ダイジェスト版匪画

あの「週刊現代」連載記事が【マングローブ】という本になった。

本紙は筆者(西岡研介氏)の了解を得て、 『謎に包まれた非合法集団

とJR東日本の抜き差しならぬ関係』をダイジェスト版として紹介す

ることとした。

′ 　　組合を裏で操る「労研」の存在 

元JR東労組幹部の本間氏は、私の取材に、これら「トラジャ」や「マングローブ」な 
どの実態についてこう証言した。「トラジャは、国鉄分割民営化直前の86年、松崎を中心 

とした旧動労革マル派が、組合活動家を抜擢し、革マル派本体に送り込み、『職業革命家』 

としての訓練を受けさせたグループ。JR革マル派組織のトップで、マングローブの指導 

などに当たる組織です。一方のマングローブは、分割民営化後のJR各社の労働組合にお 

ける草マル派の組織防衛と拡大を目的に、JR革マル派内部で作られた組織なのです。目 

黒さっき会館の四階に常駐しているメンバーを頂点に、組合員に革マル派思想を浸透させ 

ると同時に、組合員からのカンパを革マル派党本部に上納しているのです。… 

そして、これ以外に〈Aメンバー〉　などの秘密組織も登場するのだ。本間氏が再び語る。 
/Aメンバー佐阜マル擁シンノ†で佐′、イスクールメンバ」劫とも歴ぼれひ、ま克親0へ 

2久木で伊A会議誰を絡ク、触会議劫佐条規方に1へナ数衝あるといわれていますこ　この 

Aメンバーをj箆営するのがマンクセーフこ『ユニバーシティー』はマングローブの別名で 

す。マングローブは各地方のA会議に出向き指導する。Aメンバーとの個別学習会や議論 

を通じて、松崎や革マル派の思想を叩き込む。さらにそのAメンバーが今度は『しメンバー』 

と呼ばれる組合員を指導する。 

『L』とは革マル派の機関紙『解放』Liberation)の頭文字。Aメンバーば滋合瘡動に 

熱心画趣会費のなかから、Lメンバーをピックアップし、革命を震裁物仁考える学習会 

伊L会議汐を給うので克『し会議』では、『解放』など革マル派の文献などを使って学 

習し、組合員の指導や、運動上の問題点を議論します。『し会議』も各地方に数十個存在 
するといわれているのですが、お互いをペンネームで呼び合うなど秘匿性が高く、会議に 

参加している者しか『しメンバー』はわからない。そして、この『Aメンバー』や『しメ 
ンバー』も毎月、草マル派にカンパを上納しているのです」 

そしてざらにJ府東二親絢に仕、鷹合全寅で操る膨郷という滋撥も存在するという。 

瑚膨擢勃ゲう。/美佐JB/亮窮絶佳二重繚遠になっていてJR/亮薪滋を実篤静に窮 

しているの舞　この励なので玩　祈Aメンバ出、伊Lメンバー〃たちが落合湾勤 

仁熱心擬今後局をピックアップし、鯛への入会の決君を復すので克実際、この 

『労研』から多くの幹部が輩出されています。 
また労研は『中央労研」、「地方労研」、「支部労研」と縦組織になっており、中央会 

費、地方会費、支部会費などが定期的に集められ革マル派に上納される。この労研は『草 
マル派のフラクション(細胞)の-つと言われているのです。当然のことながら革マル派 

の影響を色濃く受けており、松崎の著書などを教材に学ぶのです」 
【マングローブ(講談社)P,201-P.203】 　　　　　　　　　ノ 
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「国鉄改革の裏側」ダイジェスト版

あの元国鉄労働課長が明かす「国鉄改革の裏側第5弾」が【 「JR総連・東労組」崩

壊の兆し!?】という本になった。本紙は筆者(宗形明氏)の了解を得て、 『JR東日本

軍マル問題の現状』をダイジェスト版として紹介することとした。

誓言笠ふさ弟膏※薫
同書で私が最も注目したのは、 「小説」 の体裁をとりなが

塁畑妻葱凝二線烹蕪緒輩蓑第㌔
ら、福原氏が、今も続く質草マル派と松崎氏の濃密な関係を、読者がはっきり認識できるよう、

意図的に暴露したことだ。.

◆ 「俺く※福原>は労働研究所く※ 「自然と人間」社>を会社織に転換するのはいい。しかし、そこに鉄道連合く※ J R総連>を攻撃している労働者党<

※茸マル派>のメンIトを入れることにi服対だ。皆が言う良いメンバーかどうかの問題ではない。彼らを入れる率自体を認められない。そうしたいという

のなら、最低限、組織の中で議論し意思統-をはかるのが当然ではないか。 」 ◆2 0 0 2年が明けた。労働研究所の会議には、常連メンバーのほかに、鉄

道連合の軽部委員長<※J R鱗訓、田裕司委員長>と川下富記長く※同山下信二書記長>が朝田するようになっていた。軽部が口を開いた。 「暮れから、良

心的な労働者党メンIトと交流してきた。彼らの中に、鶴亀編集に詳しも渚がいて蹴研』について意見交換をした。いくつかのアドヴァイスがあった。先

ず、今のような内容では面白くないということだった。調諸についても鉄道連合のOBではなくプロに依頼した方がいい。経営については労働組合との関

係は切断して民間会社にしたらどうか。場所も舗宣連合と同じ住所ではないはうがいいとの意見だ。彼らは人も出すし出資も考えていいと言っていた。検討

するのは当然だが、結論はできる限り早い方がいい。鉄道連合i揃向きに考えている」 ◆大元く※松崎明>)の朝令暮改は日常茶飯事だ。そのことはリー

ダーとして必要なことである。鈴木<※福原>がとやかくいうことではない。問題は、敵対関係にある労働者党のメンバ二と共同の編集、経営をするなどと

いう点だ。いくら大元の指示であっても鈴木は納得できなかった。 ◆ 「暮れの合意はどうしたのか。良い労働者党貝というが、鉄道連合に攻撃をかけてき

ている継臓のメンバーに違いはない。それと共同経営をするなど組織として議輪も意思統-したこともない。現在でも鉄道連合は労働者党に組織攻撃をかけ

られているではないか。彼らの言っている内容についての提言は納得できる点もある。それは具体的に判断していけばいい。くり返すが、彼らと共同経営す

るのは反対だ。どうしてもというのなら、組織の意思統鵜をはかるのが前提だ」鈴木の発言が終わらないうちに翻委員長が口をはさんだ。 「鈴木さん。言っ

ておきますが、これは組織で決めたのですよ。組織が…意味は分かるでしょう」出席者は顔を見合わせて沈黙した。敵対している労働者党のメンバーと共同

経営するなどという重大な方針を、決められるのは大元以外にはいない。まして、暮れに大元がまとめた内容と異なる案を出せるのは、大元本人以外の誰も

できないと知っていたからである。労働研究所の今後の方針をめぐる会議は、その後何回か開かれた。 「労働者党メン11一と共同経営のあとは共同戦線か。

俺は絶対に認められない」鈴木がそう主張すればするほど場はしらけた。すでに代表とは名ばかりになっていた。 「いつまでそんなことを言っているのか。

代表だけが足を引っ張っている。これでは少しも前にすすまないではないか」川下書記長の意見に出席者全員が深くうなずいた。鈴木の意見は無視され、大

元の指示のもとに、労働研究所の新たな構想はどしどし進められていった。 ◆軽部委員長が大元に鈴木の処遇について報告した。 (軽部的鈴木と顧問の

留任を礪翌した次の日である。酷が終わらないうちに大元は闘部を怒鳴りつけた。 「なにを寝ぼけているんだ。鈴木を誰が保障するというのか。鈴木がケ

ジメをつけるために辞任するなどといっているのは本音じゃあない。オレからの逃亡だよ。すぐに鈴木の顧問留任を撤回しろ」大元は2月の始めに劃すとっ

た鈴木の手紙を思い出した。一　中略　一

大元は面白くなかった。近くにいた錨講協会理事長の武藤く※　佐感淑雑>に手紙を投げて言った。

「鈴木の野郎、 65歳でケジメなどと格好つけるなっていうんだ。オレや武藤に対する面当てだよ。何歳になろうとも、この樹紺こ君臨していくんだ」

大元に克てた鈴木の私信は、髄連合の役員達に回し読みされた。何日かたって鈴木が挨拶に来た。大元は渋面をつくって横を向いたまま葛言もロを

きかなかった。

大元I輔任のこともさることながら、自分が鎚き連合の役員に指示した労働研究所の新しい構想に、鈴木が反対しているのも卿こきわっていた。 (p. 1

6-17)

-　中略　-

やがて、 「大元が鈴木の顧問就任を要請したにもかかわらず、鈴木が拒否した」との話が組織内に拡けられていった。 (p. 1 8)
-　中略　一

後に会議の報告を受けた大元力軽部達を怒鳴りつけた。 「鈴木をな七輔任ではなく解任にしなかったのか。なぜ有志会議く※ 「J R労研」幹部会議>

から除名しなかったのか。ボケもいいとこだな。鈴木は解任で除名だ。いいな」 〈p. 19) 】

私がビックリ仰天したのは、福原社長の『自然と人間』杜の経営や、月刊誌『自然と人間』の編集を巡って、松崎氏の意向を受けて党草マル派とJ R革マ

ル派が襲度も会議を開き、共同経営に向けて動き出していたことだ　しかも奇怪なことにこの時期は、例の草マル派によるJR東労組OB 「南雲巴」こと

坂入充氏拉致監禁事件をめぐって表向きには革マル派対J R総連・東労組との対立構図が華々しく演出されていたのである。-

そして私が得た情報で把、事実、坂入充氏の帰宅と前後して複数名の革マル派活動家が『自然と人間』社に入社している。不審きわまりない「坂入事件」

の謎も何一つとして解明されていない。 「JR東日本軍マル問題」の闇は限りなく深く、かつ濃い。

さて、谷川忍の筆名で軌、説　労働組合』を刊行した福原福太郎氏は、 0 6年9月、今度は実名で『 「小説労働組合」発刊以後』を世に出した。ここで

も反本蔀派と「東労組を良くする会」を醒織再生グループ』と呼んでその活動を評価する-方、松騎・本部派を痛烈に批判している。

最後に、私は貨車マル派と福原福太郎氏との関係にある疑念を抱いているのだが、この点について勘、ずれかの時機に、稿を改めて論述したいと思う。

【 「J R総連・束労組」崩壊の兆し!? (高木善房) P.90-P,粥】
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“異形の労働組合指導者『松崎明』の誤算と踵瑛’’

「国鉄改革の裏側」ダイジェスト版匪重囲

あの元国鉄労働課長が明かす「国鉄改革の裏側第6弾」が【異形の労働組合指

導者「松崎明」の誤算と嗟瑛】という本になった。本紙は筆者(宗形明氏)の

了解を得て、 『JR東日本軍マル問題の真相と現状』をダイジェスト版として

紹介することとした。


